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Ⅰ 研究課題 
「経営目標（KPI）と予算の設定及び業績予想に関する産学協同研究」 

 
Ⅱ 研究目的 
 バブル崩壊前、多くの日本企業は、売上高あるいは売上高成長率、シェアや

シェアの伸びといった成長志向の指標を重視していたと言われる一方で、バブ

ル崩壊以降は、EVA（経済的付加価値）、ROE（株主資本利益率）といった収益

性志向の指標を日本企業は重視するようになってきたと言われる。一体、企業

はどのようなロジックで KPI を設定しているのであろうか。BSC（バランスト・

スコアカード）における戦略マップの説明によれば、企業の戦略が異なれば、

KPI も異なってくることが強調される。また、KPI は予算にどのような影響を

及ぼしているのであろうか。わが国の経営者による業績予想にそれらはどのよ

うな影響を及ぼしている、あるいは影響されているのであろうか。KPI、予算と

経営者の業績予想との関係は未だ十分わかっていない。本研究では、質問票調

査と経理担当者へのインタビュー調査、財務データを使いながら、KPI、予算、

業績予想との関係を総合的に産学協同研究する。 

 
Ⅲ 研究計画（方法・実施状況・期待される成果など） 
 KPI、予算、業績予想との関係を総合的に研究するために、以下のように４つ

に問題を分けて調査分析する。 
(1)KPI（重要業績指標）の選択問題 
どの指標を業績評価指標として選択するのか。 
(2)KPI（重要業績指標）の水準設定問題 
 選択された KPI をどの水準に設定するのか。 
(3)KPI と予算との連結の問題 
 KPI と予算とはどのようにつながっているのか。 
(4)経営者の業績予想と予算との関係の問題 
 経営者の業績予想は予算とどのようにつながっているのか。業績予想が予算

に影響しているのか、予算が業績予想に影響しているのか、関係ないのか。 

 



 本研究では、（A)質問票調査を使ってこれらの関係を把握し、次に(B)それら

を結果と財務データと結びつきながら分析し、さらに（C) インタビュー調査で

企業側の考えを探り、最後に総合的にこれらの結果を解釈する。 

  
Ⅳ 本研究に関する国内外の研究の現状と本研究計画の特徴 
 上述した本研究の課題それぞれは国内外で研究されてきた。経営者の業績連

動報酬と予算との関係については、梶原他(2011)の調査で、分析対象企業の約

85%に(中期)経営計画と予算の連携があり、これらの企業で経営計画の目標達成

度と報酬のリンクが強いことが明らかになっている。また、2013 年の日本取締

役協会による「経営者報酬制度の実態調査」では、調査対象企業の 59.1%が、業

績連動賞与を全社業績に 80％以上連動させていることが判明している。 

業績目標である予算について、業績予想との強いリンクが様々な調査で指摘

されている。柳(2011)は、多くの上場企業で予算をベースに業績予想を作成す

るのが慣例となっており、対外的な経営者予想開示との間に強いリンケージが

あることを指摘している。 2011 年の日本 IR 協議会の調査では、74.1%(959 社)

の上場企業が社内の予算をもとに決算短信における経営者予想を作成すると回

答している。IR 部門が経営者予想作成に関与している企業を対象とした円谷

(2009)の調査によれば、 多くの企業ではボトムアップで業績予想を作成してい

る。黒川他(2009)や中條(2009)の調査では、各事業部の予算を積み上げる形で

利益の業績予想を作成する企業が大半であることが判明している.横田・妹尾

(2011)の調査でも、予算管理と業績予想とのリンクが強化されていることが判

明している。  

以上のように、KPI と予算と業績予想に関しての研究の流れはあるものの、そ

れらを総合的に産学協同で研究した研究はなかった。ここに本研究の特徴があ

る。 
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＜大学所属メンバー＞ 
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